
（1 ページ目） 

日本語タイトル（11ポイント、 MSゴシック、太字） 

―副題―（11ポイント、 MSゴシック、太字） 

英語タイトル（11 ポイント、Times New Roman、太字） 

＜１行あき＞ 

  発表者氏名（11ポイント、 MSゴシック、太字） 

所属先名（11ポイント、 MSゴシック、太字） 

＜１行あき＞ 

要旨（11ポイント、 MSゴシック、太字） 

本文（10.5ポイント MS明朝体） 

＜1行あき＞ 

キーワード（11ポイント、 MSゴシック、太字）： 

キーワード１、キーワード２（11ポイント、MS明朝、キーワードは 5個以内とし、「、」で区切る） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（2 ページ目） 

日本語タイトル（11ポイント、 MSゴシック、太字） 

―副題―（11ポイント、 MSゴシック、太字） 

＜１行あき＞ 

  発表者氏名（11ポイント、 MSゴシック、太字） 

所属先名（11ポイント、 MSゴシック、太字） 

＜１行あき＞ 

本文（10.5ポイント MS明朝） 

 

章番号を立てる場合は 

１．章タイトル（11ポイント MSゴシック，太字） 

1. 1 章タイトル（11ポイント MSゴシック，太字） 

 

図表タイトル （図１： ○○○○○） 

（10.5ポイント MSゴシック太字，図に対してセンタリング） 

 

 

 

 

注 

(1) ９ポイント MS 明朝 

(2) 注は Endnote ではなく Footnote1を当該ページの下に記す 
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1 Footnote 

 


